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 第１章では、前提となるフェイズ理論と分離 CP 仮説について概観し、この二
つのアプローチをどのような形で統合するかを論じる。具体的には分離 CP 仮説
におけるどの機能範疇がフェイズ主要部になるのかという問題を探求する。本
研究における提案は、分離 CP 仮説の機能主要部 Forceと Topがフェイズ主要部
であり、他の Focと Fin はフェイズ主要部ではない、というものである。第２章
以降では、多様な言語現象の分析によってこの提案が経験的に妥当であること
を示す。 
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  本研究は、最近の生成文法理論の枠組みで展開されているフェイズ理論(the Phase Theory)と分
離 CP 仮説(the Split CP Hypothesis)の統合をめざしたものである。前者は Chomsky (2000)以降で提
案され、統語演算の最適化が追求され、統語演算における派生はフェイズという単位毎に計算さ




 第１章では、フェイズ理論と分離 CP 仮説について概観し、分離 CP 仮説におけるどの機能範疇
がフェイズ主要部になるのかを考察し、機能主要部 Force（力）と Top（話題）がフェイズ主要部
であり、他の Foc（焦点）と Fin（定形性）は非フェイズ主要部であるとする仮説が提示される。 





および、主節で統語構造上最も高位にあるため Forceの edge 要素はインターフェースに転送され
ないという特性により、英語の助動詞省略、空所化、主語省略、日本語の助詞残留削除、ドイツ
語の話題化省略、等の音声的に具現化されない要素を含む統語現象に統一的説明が与えられるこ
とが示されている。 
 第４章では、定形節と非定形節に関して、前者は豊かな機能範疇構造を持つが、後者は機能主
要部の一部が欠如しており、定形節の機能主要部 Force はフェイズ主要部となるが、非定形節の
Forceは非フェイズ主要部であることが論じられる。この分析に基づいて、Richards (2010)の必異
性(Distinctness) による分析の不備が解決され、同一の範疇標示を持つ順序対が存在するにもかか
わらず文法的になる事例、多重話題化、そして、英語の定形節関係節と非定形関係節に見られる
非対称性が説明できることが示されている。 
 以上のように、本論文は、フェイズ理論と分離 CP仮説の統合をめざして、左方周縁部の機
能範疇のフェイズ性に関する独自の分析を提示し、それに基づいて、英語を含む多様な言語
における数多くの言語現象に新たな説明が与えられることを示しており、英語をはじめとす
る個別言語の記述的・実証的研究および言語理論研究の進展に寄与している。 
 よって、本論文の提出者は、博士（文学）の学位を授与されるに十分な資格を有するもの
と認められる。 
 
